









































































いう意見が強まり､ 1997年 3月 1日､CAP(childassaultprevention:千
どもの虐待防止教育)の活動で実績のある ｢グループCAP｣を招いて､本学講




































































































1996年 7月 事例検討 (佐藤奈保 元長野県看護大学看護学部助手)
9月 事例検討 (古畑ひろ子 飯田児童相談所)
10月 事例検討 (矢得たい子 長野県婦人相談員)
11月 子どもの性的虐待 (北山秋雄 長野県看護大学看護学部教授)
12月 ワークショップ ｢ストップ･ザ ･いじめと虐待｣の打ち合わせ
1997年 1月 ワークショップ ｢ストップ･ザ ･いじめと虐待｣の打ち合わせ
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佐藤 奈保 内田 雅代 竹内 幸江 栗林 浩子 篠原 玲子













































































































守 言うことを放かない子どもに rそんな子はうちの子じゃあt)ません.出て行きなさい日 と怒鳴って外に出し,子どもが鞘つてもしばらく幕に入れなかつた.
h(例文dの状況で)父親はその状況を見てはいるが.母現の行為は子どもの故晋のためとして口を出さない.
l上の た引こ比べ学校の成現や運動柁力が?;つている末っ子に対し.母矧 まr本当はおまえを産むつもt)はなかつたのよ.Jと言う.




I3人兄剰 4乱 2乱 2か即 の末っ子が入院することになった.両現は r上の子たちの世はだって大文なのに.済気の子12んていらない.Jと付き苅
いを拒否し.何か月も面会に来なか.)氏.
m母現は1鼓の子どもを連れて姓付した.やっとのことで仕事を見つけたが.美r崇勤めに出るにあたって子とものせ指に田t).仕事に行くときには句回
































































日本公衆衛生雑誌 第45巻 ･第10号 特別付録 第57回日本公衆衛生学会総会 (岐阜)




























































































































































父 親 (%) 母 親 (%)
20歳 代 - 44人(6.0%) 82人(ll.2%)
30歳 代 471人(64.1%) 577人(78.5%)
40歳 代 213人(29.0%) 76人(10.3%)
50歳 代 7人(1.0%) 0人
表4.子どもの人数
人 数 世 帯 数 割 合 (%)
1人 69 (9.4% )
2-3人 634 (86.3%)



































例文 父 親 母 親 差
a 0.76±0.96 0.76±0.96 n.S.
b 2.62±1.08 2.63±1.04 n.S.
C 2.99±1.05 3.16±0.93 p<0.001
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例文 父 親 母 親 差
e 2.03±1.16 2.32±1.10 p<0.001
f 2.01±1.14 2.18±1.03 p<0.01
g 2.29±1.14 2.48±1.09 p<0.001
h 2.98±0.98 2.93±0.93 n.S.






























l l l l
1｢■.{L-
0 20 40 60 80 100
%
慮 明らかに虐待ではない 田 おそらく虐待ではない
□ どちらともいえない 田 おそらく虐待である
上段:父親/下段:母親
表7.父母の得点の比較 くネグレクト)
例文 父 親 母 親 差
J 2.16±1.12 2.15±1.05 m.S.
k 2.72±1.12 2.50±1.10 pく0.001
1 3.61±0.74 3.64±0.67 n.S.





















































































































































































































































































































































段階があ早｡第 1段階は虐待の存在を否認/無視する時期であ り､第 2段階は身
体的虐待の存在を認 める時期であ り､第 3段階は子 どもを保護するために親子
分離 と施設入所をすすめる時期であ り､第 4段階は虐待親の援助 と治療に取 り
組む時期であ り､第 5段階は性的虐待の存在を認める時期であ り､第 6段階は
性的虐待を含 めた子 どもの虐待の発生予防に取 り組む時期である｡ もちろん､
これ らの段階は重複 しなが ら螺旋状に発展す るが､わが国の子 どもの虐待に対





リハ ビリの問題､性的虐待加害者に対す る治療 とリハ ビリの問題である｡第 6
段階の課題は､性的虐待を含めた子 どもの虐待の発生予防に対す る包括的な珪
組みづ くりである｡実は､第 4段階以降がPより困難であるといわれてお り､今
日なお欧米先進国でも性的虐待の被害児 と･その家族､サバイバー及び虐待者に
対する対応が必ず しも十分成果を上げていない｡子 どもの性的虐待 (CSA)は､構
造的/社会的力関係､秘密性/密室性､潜伏性､長期的インパ ク トの深刻 さ等の
点か ら､他の子 どもの虐待 と比較 して､被害児 とその家族を援助する上で､よ
り多 くの困難 を内包 しているためであるd厚生省の児童相談所の相談処理状況
調査(1999)によれば､｢性的暴行｣の割合が 5.7%を占め､｢子 どもと家庭の心 と
健康｣調査報告書(1999)でも､特に′ト学生以下の性的虐待 (含身体的非接触)は､
女性 15.6%､男性 5.7%､18歳未満では女性 58.8%､男性 12.0%に達 してい




待の早期発見 と適切な対応を行 うための多職種間のネ ッ トワーク化､人材の育
成､啓発教育等が急務の課題 といえよう｡専門家だけではな く､市民の幅広い
意見や実感を集積 ･共有 して､より実効性の伴 う活動を､行政､県内外の組織 ･








資料 1 ワー クショップ
長野県看護大学 ｢子 ど もの虐待 防 止研究会J ワ ー ク シ ョップ
平成 8年 7月か ら学内外 の専門職 の先生方 と勉強会を重ねてまい りまし
たが､ このたび地域の皆様 とともに,子 どものいじめや虐待につ いて検討
する機会 を持ちたいと考え､ ワークショップを企画 いた しました｡
1.標 膏吾 ･ テ - マ
本 ワークショップの標語 ･テ ーマは ｢ス トップ ･ザ ･いじめ&虐待 一子
どもたちをいじめや虐待か ら救お う｣ です｡
2.内 容
1)東京のNGO｢グル ープCAP(ChildAssaultPrevention)｣による
｢子 どもがい じめや虐待か ら身を守る｣ための役割劇の実演
これは､ アメリカで開発 された ｢子 どもたちがいじめや虐待か ら自分
自身を守るためのプログラム｣･を 日本 に合 うようにア レンジした もので
す｡ すべての子 どもたちに備わっている,安心す る権利､ 自信 を持つ権
利､ 自由に行動す る権利 の 3つの権利 を､子 どもたちがロール プ レイ
(役割劇)に参加す ることによって身につけていきます｡
2)子 どものいじめや虐待に関す る参加者 との意見交換 '
3. 日 日寺 ､ 場 所 ､ 対 象 者 お よ び 定 員
1)日 時







450人 (先着 450人にな り次第締め切 らせていただきます)
当 日は､ 13時 00分か ら受付 いた します｡
4.参 カロ費
300円 (但 し､ 18歳未満無料)






★ 姓 車 場 に限 りが ございますので､公共交通機関等の利用または乗 り合わせ して ご来場下 さい｡
-31-















長野県看護大学 ｢子 どもの虐待防止研究会 ｣
ワークショップ
日 時























資料 1 ワー クショップ
い じ め と 虐 待 の 類 似 点 と 相 違 点
by北山 秋雄
1.類似点






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 11年 5月 10日
南信 子 どもの虐 待 防止研 究 会
世話 人代表 北 山秋 雄
担 当署 員 派 遣 方 につ い てお願 い
拝 啓 時 下益 々 ご清栄 の こ ととお 喜 び 申 し上 げます｡
本 研 究 会 の活 動 につ きま して は ､ 平 素 よ り格 別 の御 協 力 ･ご指 導 を賜 り厚 く御 礼
申 し上 げ ます｡
既 に御 存知 の こ とと思 い ます が ､本 研 究会 は 1996年 7月 か ら長 野 県看 護 大学 内
外 の専 門家 (医師 ､弁 護 士 ､ケ ース ワーカ ー､看 護職 な ど)が集 ま って ､ 主 に南信
地 域 の ｢子 どもの虐 待 防止 ｣を 目的 と した研 究/活 動 を行 って い ます ｡ 具 体 的 に は
毎 月 1回 の定例 会 (事例報 告 ､研 究報 告 ､最 新 情報 の交換 な ど)の他 に､ 毎月 第 2
土 曜 日に ｢南信 子 どもの虐 待 防止 ホ ッ トライ ン｣を開設 して電 話相 談 を実 施 してい
ます｡ 欧米 の先行研 究 な どに よれ ば､免 罪加 害者 の 中 には､子 どもの頃 ､虐 待 さ
れ て育 った者 が､そ うで ない犯 罪加 害者 よ り明 らか に多 くい る こ とが指 摘 され て
い ます ｡ また ､警 察庁 は家庭 内 の 出来 事 で も犯 罪性 が示 唆 され る場●合 に は介 入 す
る方針 を打 ち出 して い ます｡ 子 どもの虐 待 は しば しば家庭 内で発 生 し､子 どもの
人 権 を甚 だ しく侵 害 して い る事 例 もあ り､場 合 に よっ て は警 察 の協力 が不 可欠 な
こ とも ご ざい ます｡ よ り多 くの 関連 す る専 門職 が各 々 の知識 と経 験 と知 恵 を出 し
合 い 共 有 して ､南 信 地域 の子 ど もの保 健 ･福 祉 の 向上 に多少 な りとも貢 献 で きれ
ば と願 ってい ます｡
つ きま して は､本 研 究会 に貴 署 の担 当署員 を派遣 して いただ きます よ うお願 い















講師 :岩城 正光 氏 -(弁護士)














































tfI 人魚 割合4.8匡*屯 35
祐也R 19 2.6
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0% 20% 40% 60% 801 1OO篤
身体的虐待(父親の回答)
′J.:■
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
心理的虐待(父親の回答)
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ネグレクト(父親の回答)









































































































1.日 時 :1998年 5月22日 (金) 15:00-17:00
2.場 所 :長野県看護大学 教育研究棟 (詳しい場所は入口に表示します)
〒399-4117 駒ヶ根市赤穂1694番地
3.内 容 :｢子どもの虐待の認識/イメーシ●に関するアンケート調査｣結果報告











〔父方祖父 ･父方祖母 ･母方祖父 ･母方祖母 ･その他 ( )〕
◆畠史邑ま迦 皇室 ｣
(3)お父さまの年齢について､あてはまるところに○をつけて下さい｡
〔10代 ･20代 ･30代 ･40代 ･50代〕
(4)お父さまのご職業について､あてはまるものに○をつけて下さい｡(医療職､福祉職､教
職の方は､カッコ内に具体的な職種名もご記入下さい｡)
〔医療職 ( ) ･福祉職 ( ) ･教職 (
公務員 ･会社員 ･自営業 ･〟-ト(アルハ●イト)･内職 ･専業主婦 ･その他 (
(5)お父さまの最終学歴についで､あてはまるものにQをつけて下さい｡





〔男 ･女〕 ( 歳 か月 )
〔男 ･女〕 ( 歳 か月
〔男 ･女〕 ( 歳 か月
〔男 ･女〕 ( 歳 か月
〔男 ･女〕 ( 歳 か月
??? ??
(81主にお子さまの世話をなさっていらっしゃるのは､どなたですか?






資料6 子どもの虐待/イメージに関するアンケー ト調査 (調査用紙)
下のElh的の文を読み,それぞれの内科こついて rO.明らかに虐待ではな_いJ r1.おそらく











































01 2- 3 4●
01 2 3 4
0 1･.2 3 4
0 1 2.3 4
.0 1 2 3 4
0 1 2 3 4
01 2 3 4
01 2 3 4
01 2 3 4
01 2 3 4
_ 59 _ ご協力ありがとうございました
